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５進カウンタの状態遷移図
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JK-FF での実現（１）
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• JK-FF の振る舞い



JK-FF での実現（２）
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J次現在

• JK-FF の振る舞い



JK-FF での実現（３）

• J と K の入力に対して、真理表を作る。

• J に対しては、状態をあらわすそれぞれのビット
で、０から１に変わっているところは１に、 ０のま
まのところは０に、 １であったところはー（ Don’t 
Care) とする。

• K に対しては、状態をあらわすそれぞれのビット
で、１から０に変わっているところは１に、１のま
まのところは０に、０であったところはー（ Don’t 
Care) とする。



真理表（ s ２）
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論理式 (s2)

• J2= s1s0

• K2= 1



真理表（ s1 ）
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論理式 (s1)

• J1= s0

• K1= s0



真理表（ s0 ）
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論理式 (s0)

• J0= s2’

• K0= 1



回路図


